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本論文では高密度マルチキャリヤ変調(high-compaction multicarrier modulation: 

HC-l\1ICM)力.式にキャリヤパワ ー コントロ ー ル(carrier power control: CPC)を適用

したCPC/HC-MC:�vI方式を提案している キャリヤのパワ ー 配分を変えることで，従

来方式よりも送に仏号間のユ ー クリッド距離を大きくできることを示している また ；

CPC/HC-:\:ICMの復訓こ立アルゴリズムを応用したCPC/M-アルゴリズムを提案して

いる この方式によりパワ ー が人きいキャリヤから順にM-7ルゴリズムによる復調をす

ることで経路選択時の誤りを低減できることを示している． シミュレ ー ション結果より，

CPC/HC-:\:fCM方式は従来方式のビット誤り率(bit-error rate: BER) 10-:3が得られる

E1,/知を約lOdD改善できることを示している. CPC/入I-アルゴリズムを適用した場合

には，最尤推定(maximum likchood (lctcction: :\:ILD)と比べて計符足を約30%に抑えて

もDETI 特性に劣化がないことを示している
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